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を 3 つの時期に分けて詳細に紹介し、各時期における法の機能について考察するo 著者によれば、建国の初期には立
法が相当活発に行われたが、軍備強化の必要、金日成の指導性強化の必要が高まると、拘束力のある行為規範として
? ?nむ
の法の機能は後退し、権力行使の外枠や政策方針を明示する機能を強くもつことになった。しかし、圏内経済の不振
に対処するため、対外経済関係を促進する目的をもった法の整備が80年代以降進むと、それが圏内においても経済関
係法の領域で法に従った社会運営を促す契機となったとする。
申請者は、資料入手が困難な状況の中で、可能な限り幅広い資料を集め、現地調査をし、面接などを通じて、研究
を遂行している o 申請者は、西欧型の司法や法運用を絶対の基準とすることは適切でなく、共和国の置かれた環境の
中で法がどのように使われたかを検討し、共和国の法の特殊性と普遍性を明らかにすることが重要であると主張するo
結論として、申請者は、共和国においても形式的な法を使用しないにせよ、インフォーマルな指令や指示による社会
運営がなされ、それは政治の影響を強く受けるにもかかわらず、必ずしも窓意的なものとは L、えないとしている。
本論文は、とくに90年代以降の共和国の実情を詳細に検討し、経済関連法の領域で形式的な法の導入と遵守が始まっ
ており、それは人々に上からの指示ではなく、自己の判断で行動するという思考方法を導入する上でも注目されると
主張する点に特色をもっている o 従来、正確な情報がなかった領域で、さまざまな手法で情報を入手し、共和国の法
と社会運営の最新像を提示した点は十分評価に値し、博士の学位を授与するのに適切であると判断される。
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